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本
委
員
会
の
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

少
子
化
対
策
・
高
齢
化
対
策
等
に
関
す
る
調

査
」
は
一
定
の
結
論
を
得
ま
し
た
の
で
今
定

例
会
を
も
っ
て
終
結
し
ま
す
。
本
市
の
活
力

を
維
持
・
拡
大
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
独

自
性
あ
ふ
れ
る
政
策
を
掲
げ
、
事
業
推
進
に

邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
て
最
終
の

報
告
を
し
ま
す
。

■
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

少
子
化
問
題
の
原
因
は
、
社
会
環
境
の
変

化
に
よ
る
若
い
世
代
の
未
婚
・
晩
婚
化
等
で

あ
り
、
ま
ず
結
婚
す
る
人
数
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
で
す
。
市
で
は
、
婚
活
支
援
事
業
に

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
大
人
数
の
事

業
に
加
え
て
、
少
人
数
で
個
別
に
行
う
お
見

合
い
事
業
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

当
市
で
は
20
～
30
代
の
女
性
の
流
出
が
大

き
く
、
２
０
０
０
年
か
ら
の
10
年
で
お
よ
そ

２
千
人
減
少
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
若
い
世

代
が
戻
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
・
子
育
て

世
代
を
呼
び
込
む
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

魅
力
あ
る
企
業
や
新
し
い
産
業
の
育
成
・
誘

致
、
特
色
の
あ
る
こ
ど
も
園
の
整
備
な
ど
、

２
０
２
０
年
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
８
位

に
選
ば
れ
た
実
績
の
Ｐ
Ｒ
強
化
と
と
も
に
更

な
る
社
会
環
境
の
充
実
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、

子
育
て
に
か
か
る
負
担
感
は
以
前
に
増
し
て

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
と
合
わ
せ
て
男
性
の
育
児

休
暇
な
ど
柔
軟
な
働
き
方
を
積
極
的
に
進
め

る
施
策
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
者
へ
の
啓
発

や
支
援
を
求
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
経
済

的
な
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
引
き
続
き
子
育
て

に
対
す
る
経
済
的
支
援
制
度
の
創
設
・
拡
充

の
検
討
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

　

高
齢
化
対
策
を
考
え
る
う
え
で
は
“
生
き

が
い
”
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
制
度
を
さ
ら

に
支
援
し
充
実
・
創
設
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

小
松
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録

さ
れ
る
約
８
割
の
方
は
“
健
康
増
進
”
や
“
生

き
が
い
”
が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、“
生

き
が
い
”
を
持
っ
て
働
け
る
仕
事
の
種
類
を

増
や
す
よ
う
、
企
業
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
普
及
啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

　

次
に
“
生
き
が
い
”
教
室
に
つ
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
社
会

に
お
い
て
、
防
災
・
減
災
の
観
点
や
健
康
サ

ポ
ー
ト
の
面
か
ら
も
大
変
重
要
で
す
。
今
後

は
高
齢
化
対
策
も
合
わ
せ
、
よ
り
積
極
的
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
を
推
進
す
る
取
組
み

を
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動
な
ど

地
域
で
の
活
動
が
大
変
活
発
で
す
。
し
か
し
、

多
く
の
地
域
で
は
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

高
齢
者
を
行
事
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

く
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内

会
な
ど
各
団
体
と
連
携
を
深
め
、
地
域
で
の

自
発
的
な
活
動
を
よ
り
一
層
サ
ポ
ー
ト
・
後

押
し
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

■
過
疎
地
域
対
策
、
移
動
手
段
対
策
に
つ
い

て

　

過
疎
地
域
対
策
と
し
て
、
中
山
間
地
の
活

性
化
政
策
で
は
、「
里
山
の
振
興
」
と
、「
農

業
振
興
」
を
柱
に
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
過

去
10
年
の
対
象
地
区
の
人
口
数
を
見
る
と
減

少
幅
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
は
、

ま
だ
ま
だ
豊
か
な
自
然
や
地
域
資
源
が
あ
り
、

今
後
の
展
開
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

一
層
の
里
山
地
域
の
魅
力
発
信
、
各
団
体
と

の
連
携
強
化
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

次
に
移
動
手
段
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
、

本
市
で
は
路
線
バ
ス
や
地
域
、
民
間
事
業
者

の
ワ
ゴ
ン
な
ど
様
々
な
移
動
手
段
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
俯
瞰
的
に
見
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
交
通

手
段
が
少
な
い
地
域
を
支
援
す
る
た
め
、
バ

ス
路
線
を
本
線
と
し
て
そ
こ
に
地
域
の
ワ
ゴ

ン
な
ど
が
連
結
し
て
エ
リ
ア
を
補
完
す
る

“
交
通
連
結
点
”
を
意
識
し
た
一
歩
踏
み
込

ん
だ
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

乗
り
合
い
ワ
ゴ
ン
事
業
で
は
、
担
い
手
不

足
の
問
題
か
ら
地
域
協
議
会
等
へ
の
支
援
内

容
の
拡
充
の
ほ
か
、
旅
客
輸
送
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
事
業
者
と
連
携
す
る
な
ど
、
地
域
負

担
を
軽
減
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
買
い
物
が
困
難
な
地
域
や
移
動
手

段
が
少
な
い
地
域
の
方
々
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
移
動
販
売
車
を
利
用
す
る
こ
と
も
重

要
な
対
策
で
す
。
事
業
者
と
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
る
地
域
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

や
ソ
フ
ト
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

一
方
、
今
後
ま
す
ま
す
免
許
証
を
返
納
す

る
方
が
増
え
て
く
る
こ
と
か
ら
、
返
納
し
た

際
の
支
援
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
な

ど
１
度
き
り
で
な
く
、
継
続
し
て
実
施
す
る

よ
う
検
討
を
求
め
る
も
の
で
す
。

委

員

長

宮

川　

吉

男

副
委
員
長

竹

田　

良

平

委　

員

東　

　

浩

一

〃

南

藤　

陽

一

〃

木

下　

裕

介

〃

宮

西　

健

吉

〃

橋

本　

米

子

人口問題対策調査

特別委員会



2021年5月 18

　

調
査
事
項
に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向
性
を

見
出
し
た
と
の
意
見
の
一
致
を
得
、
今
定
例

会
を
も
っ
て
、
調
査
を
終
結
す
る
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。

　

以
下
、
最
終
の
報
告
を
し
ま
す
。

鉄
道
在
来
線
に
つ
い
て

　

並
行
在
来
線
は
住
民
の
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
で
あ
り
、
運
賃
値
上
げ
幅

の
抑
制
は
第
一
義
の
課
題
で
す
。
利
便
性
向

上
に
よ
る
利
用
促
進
、
沿
線
自
治
体
と
の
支

援
体
制
の
構
築
な
ど
対
策
を
求
め
る
も
の
で

す
。

■
「
か
が
や
き
」
の
停
車
駅
に
つ
い
て

　

空
港
と
駅
が
近
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
多

く
、
観
光
資
源
豊
富
な
小
松
市
は
、
か
が
や

き
が
停
車
す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す

が
、
地
元
の
機
運
を
高
め
、
積
極
的
に
誘
致

活
動
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
早
急
に
活
動
体
制
を
整
え
る
よ
う
求
め

ま
す
。

■
関
西
・
中
京
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に

つ
い
て

　

新
幹
線
小
松
開
業
後
は
、
特
急
列
車
は
新

幹
線
に
移
行
さ
れ
、「
関
西
・
中
京
圏

－

小
松
」

移
動
の
際
、
敦
賀
駅
で
の
乗
換
え
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
敦
賀
延
伸
後
の
ア
ク
セ
ス

向
上
の
た
め
、
特
急
列
車
延
伸
、
快
速
列
車

の
運
行
な
ど
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
す
べ
き
、
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

２
次
交
通
手
段
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
内
閣
府
の
未
来
技
術
社
会
実

装
事
業
に
「
小
松
市
に
お
け
る
２
大
交
通
拠

点
を
つ
な
ぐ
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
事
業
」

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
自
動
運
転
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
、
バ
ス

の
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
な
ど
２
次
交
通
手

段
の
強
化
に
努
め
、
空
港
と
新
幹
線
駅
を
核

と
し
た
目
的
地
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
支
援

を
求
め
ま
す
。

広
域
観
光
に
つ
い
て

　

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
は
、
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
感
染
症
と
向
き
合
い
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
生
活
様
式
を
構
築
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
感
染
症
拡
大
防
止
と

地
域
経
済
の
維
持
の
た
め
、
観
光
に
お
い
て

も
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

■
粟
津
温
泉
の
交
流
人
口
拡
大
に
つ
い
て

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

日
本
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
大
型
イ
ベ
ン
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
小
松
市
で

宿
泊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
元
の
宿
泊
施

設
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
つ
な
げ
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
に
は
、
施
設
整
備

の
基
準
が
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
ハ
ー
ド

整
備
も
実
施
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

■
市
内
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
支
援
に
つ
い

て

　

令
和
2
年
度
よ
り
助
成
額
が
、
拡
大
し
ま

し
た
が
、
更
な
る
助
成
額
の
拡
大
を
求
め
ま

す
。

■
那
谷
寺
の
交
流
人
口
拡
大
に
つ
い
て

　

那
谷
寺
に
は
価
値
の
あ
る
建
築
物
・
名
勝

等
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
文
化
財
の
修
理
に

対
し
、
国
等
か
ら
の
補
助
も
あ
り
ま
す
が
、

那
谷
寺
の
負
担
も
大
き
く
、
修
理
対
象
に
で

き
な
い
箇
所
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

那
谷
寺
に
は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
が
沢

山
あ
り
、
歴
史
的
に
も
価
値
が
高
い
こ
と
か

ら
、
国
宝
指
定
へ
の
検
討
を
望
む
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
安
宅
地
区
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て

　

安
宅
町
は
自
然
景
観
、
白
砂
青
松
、「
勧

進
帳
」
の
物
語
な
ど
歴
史
も
あ
り
、
観
光
客

に
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
港

や
イ
ン
タ
ー
が
近
く
、
県
内
外
か
ら
参
拝
に

訪
れ
る
な
ど
集
客
力
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
安
宅
の
関
整
備
計
画
に
よ
り
ハ
ー

ド
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
宅
地
区

だ
け
で
な
く
、
移
動
の
拠
点
と
な
る
空
港
か

ら
安
宅
地
区
に
向
か
う
道
路
も
安
宅
の
歴
史

ロ
マ
ン
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
よ
う

求
め
ま
す
。

■
旧
市
街
地
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て

　

旧
市
街
地
の
商
店
主
達
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
等
、
歴
史
と
商
店
の
魅
力

を
発
信
す
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
主
導
の
地
域
づ
く
り
は
、
望
ま
し
い
形
で

あ
り
、
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
助
成
制
度

の
創
設
や
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
派
遣
な
ど
、
支
援
体
制
づ
く

り
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

戦
略
的
な
広
報
活
動
に
つ
い
て

　

新
幹
線
金
沢
開
業
に
よ
り
、
多
く
の
観
光

客
が
石
川
県
を
訪
れ
て
お
り
ま
す
が
、
小
松

市
内
団
体
等
に
よ
る
と
、
利
用
客
の
増
加
は

感
じ
ら
れ
な
い
と
の
意
見
で
し
た
。

　

新
幹
線
小
松
開
業
に
向
け
、
首
都
圏
へ
の

広
報
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

新
幹
線
と
小
松
空
港
と
の
連
携
・
共
存
に

つ
い
て

　

レ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
フ
ラ
イ
ト
の
相
乗
効

果
に
よ
り
、
旅
客
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
に
大
い
に
資
す
る

も
の
で
す
。

　

今
後
と
も
空
港
機
能
の
充
実
に
向
け
、
国

や
県
と
協
議
し
て
い
く
よ
う
求
め
る
も
の
で

す
。

　

現
在
、
安
宅
新
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
地
条
件
を
生
か

し
、
新
た
な
産
業
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
本

事
業
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
効
果
的
に

展
開
し
て
い
く
よ
う
求
め
ま
す
。
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晃

宏

〃

吉

田　

寛

治

〃

吉

本

慎

太

郎

〃

円

地　

仁

志

〃

杉

林　

憲

治

交流人口拡大に関する調査

特別委員会
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◆3月定例会の議決結果◆
■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案

（16件）

第 2 号 令和３年度小松市国民健康保険事業特別会計予算 可決

第 3 号 令和３年度小松市介護保険事業特別会計予算 〃

第 4 号 令和３年度小松市公債管理特別会計予算 〃

第 5 号 令和３年度小松市産業団地事業特別会計予算 〃

第 7 号 令和３年度小松市水道事業会計予算 〃

第 8 号 令和３年度小松市下水道事業会計予算 〃

第 9 号 令和３年度国民健康保険小松市民病院事業会計予算 〃

第10号 令和２年度小松市一般会計補正予算（第13号） 〃

第11号 令和２年度小松市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃

第12号 令和２年度小松市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃

第13号 令和２年度小松市公債管理特別会計補正予算（第１号） 〃

第14号 令和２年度小松市産業団地事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第15号 令和２年度小松市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〃

第16号 令和２年度小松市下水道事業会計補正予算（第２号） 〃

第17号 令和２年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算（第７号） 〃

第23号 令和２年度小松市一般会計補正予算（第14号） 〃

条例案

（4件）

第18号 小松市介護保険条例及び小松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〃

第19号 小松市建築基準条例の一部を改正する条例について 〃

第20号 小松市手数料条例の一部を改正する条例について 〃

第21号 小松市火災予防条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案

（3件）

第22号 工事請負契約について 〃

第24号 教育委員会教育長の任命について 同意

第25号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃

議員提出議案

（3件）

第 1 号 小松市議会会議規則の一部を改正する規則について 可決

第 2 号 尖閣諸島周辺海域での中国公船による漁船追尾等に関する意見書 〃

第 3 号 新型コロナウイルスワクチンに関する意見書 〃

その他案件

（１件）
議員の派遣について（石川県市議会議長会研修「市町村議会議員特別セミナー」） 〃

■賛否が分かれた議案 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 自民党こまつ 無会派

議
決
結
果
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憲
治
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晃
宏

竹
田
　
良
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西
　
健
吉

川
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順
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円
地
　
仁
志

二
木
　
　
攻

吉
村
　
範
明

橋
本
　
米
子

片
山
瞬
次
郎

新
田
　
寛
之

木
下
　
裕
介

吉
田
　
寛
治

予算案

（２件）

第 1号　令和３年度小松市一
般会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
可
決

第６号　令和３年度小松市後期
高齢者医療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
可
決

議員提出議案

（1件）

第 4号　児童手当特例給付の
削減に反対する意見書

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○
否
決

※高野哲郎議長、新田寛之副議長は、小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。

※高野哲郎議長は、採決には加わりません。

※円地仁志議員は、1月７日より会派が自民党こまつに変更となりました。
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不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

　

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●5月22日㈯ ●6月19日㈯ ●7月10日㈯ ９時～11時30分　会場●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

　議会だより編集委員会

　委員長　　南藤　陽一　　副委員長　竹田　良平

　委　員　　岡山　晃宏　　東　浩一　　吉田　寛治　　吉村　範明

編集

後記

【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138 「小松市イメージキャラクター  カブッキー」

要チ
ェ
ッ
ク
！

☆議会傍聴

☆テレビ小松

☆ホームページ（議会生中継、録画配信）

https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

６月定例会の日程は、ホームページや

お茶の間ガイドでお知らせしますので、

ご確認ください。

　初当選からの６年間、今期の前期は、委員長として議会だより編集委員会に携わらせ

ていただきました。

　この議会だよりは、議会にあわせて年４回発行されますが、レイアウトの構成や紙面

のカラー化など、市民の皆様に如何にわかりやすく伝えられるかを第一義に取り組んで

まいりました。いかがだったでしょうか。

　今はインターネットやＳＮＳなど、デジタル化による大量の情報を得られる時代でありますが、この議会だ

よりは、直接ご家庭にお届けする議会からのお便りとして、少しでも小松市議会を身近に感じていただけ

ればと考えております。

　これからも、わかりやすい紙面になるよう努めてまいりますので、市民の皆様のご指導、ご鞭撻を

よろしくお願い申し上げます。 (南藤　陽一)


